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令和８年度事業計画（案） 
第 15期：令和 8年 5月 1日～令和 9年 4月 30日 

 

【今年度事業計画に関する指針と目的】 

既存事業の拡充および継続のための体制整備に重点を置き、ＮＰＯの運営基盤の安定化を図ること

を主たる方針とする。あわせて、今年度は新たな事業にも取り組み、地域ニーズや社会的課題に柔

軟に対応する体制の構築を目指す。 

 

【事業内容】 

１、第 11 回子ども屋台選手権 2026 （第 11回こども屋台選手権 組織図 参照） 

開催日時：令和 8年 12月 13日（日） 

開催場所：JR大分駅 北口広場 

運営組織：大分中央ロータリークラブ・大分青年会議所を中心とした実行委員会 

【事業内容】 

第 11回こども屋台選手権を開催し、20チームの参加を募集する。参加するこどもたちは、地

元食材や大分ならではの特色を活かしたオリジナルメニューを企画・開発し、自ら屋台を運営

して販売を行うことで、食育や地域理解、主体性の育成を図る。 

また、「パフォーマンスキッズ OITA」を同時開催し、歌やダンス、楽器演奏など様々なパフォ

ーマンスを披露する小・中学生を募集する。発表の機会を提供することで、こどもたちの表現

力や挑戦する心を育むとともに、会場の賑わい創出につなげる。 

さらに、全国こども屋台選手権連絡協議会との連携を継続し、全国各地の先進事例やノウハウ

を共有しながら、こどもたちの成長と地域活性化につながる事業の充実を図る。 

 

２、学びの杜 

開催日時：中学生 毎週日曜日 14:00～16:00 高校生 毎週土曜日 19:00～21:00 

開催場所：大分トキハタクシー会議室、平倉建設会議室 

運営組織：学校長経験者を中心とした運営体制 

【事業内容】 

経済的な困難や不登校、学習意欲の低下など、さまざまな課題を抱える中学生・高校生を

対象に、安心して学べる居場所と学習機会を提供する。 

学習支援を通じて基礎学力の向上を図るとともに、「学ぶ楽しさ」や「できる喜び」を実

感できる環境づくりに取り組む。また、地域の大人との交流や仲間との学び合いを通し

て、社会とのつながりや自己肯定感を育むことを目指す。 

さらに、昨年度に引き続き、大分合同新聞社との共催による学習講座を開催し、生徒の学

習意欲向上や視野の拡大を図る。また、夏休み期間中には勉強合宿を実施し、集中的な学

習機会の提供と参加者同士の交流を促進する。 

３、県の委託事業「学びのステップアップアドバイザー」  

（学び直し支援体制整備事業 チラシ参照） 

開催日時：随時  

開催場所：随時 

運営組織：「学びの杜」講師を中心に運営 

【事業内容】 

高等学校卒業程度認定試験（高卒認定試験）の合格を目指す方を対象に、学習支援及び進

路相談を実施する。利用者一人ひとりの状況や学習段階に応じたきめ細かな支援を行い、

学び直しや進学・就労に向けた意欲の向上を図る。 

また、利用者の拡大を図るため、広報活動や情報発信を強化し、大分県全域への周知に努

める。 
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あわせて、行政機関、フリースクール連合会、高等学校をはじめとする関係機関との連携

体制を構築し、支援を必要とする方へ適切な情報提供と学習機会の確保を推進する。 

さらに、関係機関とのネットワークを活用しながら、学習支援のみならず、進路選択や社

会参加に向けた総合的なサポート体制の充実を図る。 

 ４、ＮＰＯ団体連携事業 

子どもや地域を対象とした事業を展開している NPO 団体との情報交換及び連携を推進し、

各団体が抱える課題の共有と解決に向けた取り組みを行う。 

NPO 団体相互の交流機会を設け、各団体が実施する事業の内容や運営手法について情報共

有を行うとともに、それぞれの活動を通じて得られた知見や課題を共有する。多様な視点

から子どもを取り巻く課題の解決に向けた連携の強化を図り、地域における子どもの健全

育成活動の充実につなげる。      

 ５、玖珠町こどもフードキャンプ事業 （玖珠町こどもフードキャンプ事業 全体像 参照） 

開催日時：令和 9年 11月（予定） 

開催場所：豊後森機関庫公園  

運営組織：こどもフードキャンプ実行委員会・玖珠町みらい活性化実行委員会 

【事業内容】 

玖珠町の豊かな食資源や地域文化を活かし、子どもたちが地域の生産者や事業者との交

流を通じて学び、地域の魅力を発見・発信する「玖珠町こどもフードキャンプ事業」を実

施する。 

事業では、「こどもまちづくり部会」「こどもホスト部会」「文化継承こども部会」を

設置し、年間を通じた活動を行う。こどもまちづくり部会では、地域のイベントや施設の

見学・体験を通じて地域の魅力や課題を学び、その成果を子ども議会において発表・提案

する。こどもホスト部会では、生産者や事業者との交流を通じて地域資源への理解を深め

るとともに、来場者へのおもてなし活動を行う。文化継承こども部会では、地域に伝わる

伝統芸能や文化活動の継承と発信に取り組む。 

事業の集大成としてフードキャンプを開催し、子どもたちが学びの成果を来場者へ発信

するとともに、地域住民や来場者との交流を通じて地域の活性化と交流人口の拡大を図

る。 

また、行政、教育機関、地域団体、事業者等との連携を進め、次代の地域づくりを担う

人材の育成と持続可能な地域づくりの推進を目指す。 

６、認定ＮＰＯ法人の取り組み   

認定ＮＰＯ法人としてより充実した組織運営や事業活動目指す。毎年、「年 3,000円以

上の寄付者」が「年平均 100人以上」必要となるため、各事業において、事業資金の充

実を図るとともに、寄付行為を斡旋するよう事務局で勤める。 

➤次回認定更新〆切 令和１１年８月６日   

７、他団体との連携 

大分中央ロータリークラブ及び大分東リトルシニアとの連携 

８、その他 

・大分県より令和 8年度 NPO現場体験研修～協働で変えるＮＰＯ実践研修～研修先の依頼 

４名受け入れ  （子ども屋台選手権で受け入れ予定） 

     ・ＮＰＯ法人ドットジェイピーからのインターンシップ受け入れ 

     ・大分合同新聞社との協働事業「学びの杜」 


